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スプレーカーネーション Dianthus caryophyllus L. ナデシコ科

１ 生理・生態的特性と適応性

(1) 生態的分類

カーネーションに準ずる。

(2) 温度

カーネーションに準ずる。

(3) 日長

日長時間が長いほど開花は促進される。どの品種も１６時間日長で開花が最も早くなる。この時、花芽分

から発らいまでの時間が短縮され、発らい後の開花までの日数にはほとんど影響しない。

(4) がく割れ

カーネーションに準ずる。

２ 作型と品種

作 型 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

△ ×

夏秋切り栽培 × ◎ ◎
（無加温）

Ω 加温 Ω △ ×
夏秋切り栽培
（加温） × ◎ ◎

秋１回切り栽培 ◎ ◎ ×

Ω 加温 Ω △ ×

２年切り加温栽培 × ◎ ◎
（夏秋切り）

Ω 加温

２年切り加温栽培 ◎ ◎ ×
（秋切り）

加温 Ω
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(1) 主な作型

ア 夏秋切り栽培

カーネーションに準ずる。

イ 秋１回切り栽培

カーネーションに準ずる。

ウ ２年切り栽培

カーネーションに準ずる。

(2) 品種

スプレーカーネーションは、①スプレーカーネーション、②小輪スプレーカーネーション（マルチフロラ、

マイクロ）、③ダイアンサスタイプ（エンゼル、デアンティニ、チャイニーズ、その他）に分類される。

ア 赤色系：レッドバーバラ、カサブランカ

イ 桃色系：ライトピンクバーバラ（写真１）、ダークピンクバーバラ、マレア、オルタンス

ウ 黄色系：ガンジーイエロー、コレノ、ゴールドストライク

エ 複色系：スカーレット、クィーン、キャンドル、パラオ、スィートメモリー、エロージュ、

ネザーランド

オ ダイアンサス系：マリア、アヤコ、アズサ、ノア、ルーチェ、ミイ、ピエロ、ミホ

（表１、表２、表３、表４、表５、表６、表７、表８、表９、表10、表11、表12）

表１ 定植時期及び栽培条件と採花期（平成４年 青森畑園試）

写真１ ライトピンクバーバラ
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表２ 月別株当たり切り花数と切り花品質 （平成４年 青森畑園試）

表３ 月別株当たり切り花本数と切り花品質 （平成４年 青森畑園試）
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表４ 月別株当たり切り花本数 （平成５年 青森畑園試）

表５ 株当たり切り花本数と切り花品質 （平成５年 青森畑園試）



- 146 -

表６ 月別株当たり切り花数と切り花品質 （平成５年 青森畑園試）
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表７ 切り花時期（株当たり） （平成10年 フラワーセあおもり）

表８ 切り花品質 （平成10年 フラワーセあおもり）

注）栽培環境：ガラス温室 隔離床

栽植様式：一輪：ベット幅84cm、株間12cm、条間12cm（中央24cm）の６条植え

ｽﾌﾟﾚｰ：ベット幅84cm、株間24cm、条間12cm（中央24cm）の６条植え

定植時期：４月28日

摘心時期：５月６日

温度管理：最低室温15℃
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表９ 品種の特徴 （平成11年 フラワーセあおもり）

表10 時期別切り花本数 （平成11年 フラワーセあおもり）
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表11 １番花切り花調査（切り花時期：６月下旬～９月下旬） （平成11年 フラワーセあおもり）

表12 ２番花切り花調査（切り花時期：９月～１１月） （平成11年 フラワーセあおもり）

注）栽培環境：ガラス温室 隔離床

栽植様式：ベット幅86cm、株間24cm、条間12～24cmの６条植え

定植時期：４月22日

摘心時期：４月７日

仕立本数：４本

温度条件：最低温度15℃
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３ 栽培

(1) 定植床の準備

カーネーションに準ずる。

(2) 施肥

カーネーションに準ずる。

(3) 定植

購入苗は浅めに定植する。定植して３～４週間すると新葉が展開してくるので、５～６節くらい残して

摘心する。摘心後、側枝が５～６ｃｍくらいになったら、４本仕立てくらいとする。

(4) かん水

カーネーションに準ずる。

(5) 温度管理

カーネーションに準ずる。

(6) 支柱、ネット張り

スプレーカーネーションは、スタンダードカーネーションよりも花蕾数が多くボリュームがあるので、収

穫を容易にするためネットは３段くらいとする。

４ 主要病害虫とその防除

カーネーションに準ずる。

５ 収穫・調製・出荷

２～３輪開花したら採花する。採花後水上げし５～10本を１束として段ボールに詰めて出荷する。

参考・引用文献
１）武田恭明ほか、「農業技術体系花卉編７ カーネーションバラ」、農山漁村文化協会（平成８年）

２）長野県、長野県農業協同組合中央会、長野県経済事業農業協同組合連合会、「花き栽培指標」、（平

成10年）

３）青森県農林技術会議、「平成５年度奨励事項・指導参考資料等」

４）青森県農林技術会議、「平成６年度奨励事項・指導参考資料等」
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スプレーカーネーション栽培ごよみ
生育

月 旬 作 業 栽 培 の 要 点 摘 要
状況

上 １ 作型と品種

１ 中 作 型 主 要 品 種 名 挿 し 芽 仮 植 定 植 収 穫 期

下 越 夏秋切り レッドバーバラ 10月中旬 11月中旬 2月中旬 6月下旬

上 冬 栽培 ライトピンクバーバラ ～ ～ ～ ～

２ 中 株 ガンジーイエロー 11月中旬 1月上旬 3月中旬 11月下旬

下 の 秋切り スカーレット 4月中旬 8月下旬

上 生 定植床の準備 栽培 － － ～ ～

３ 中 育 5月中旬 11月下旬

下 期

上 ２ 定植床の準備

４ 中 定 定植 ａ当たり堆肥200kg、窒素2.5kg、加里を1.0kg、りん酸を2.5kg程度とする。

下 植 支柱立て 最適 pHは6.0である。

上 期 ネット張り ３ 定植

５ 中 購入苗は浅めに定植する。定植床は、ベンチかベットにした方がよい。

下 ベット幅100cm、株間10～12cm、条間10～36cmの６条植えとする。

上 定植して3～4週間くらいで新葉が展開してくるので、5～6節位を残して摘心す

６ 中 る。摘心後側枝が5～6cm になったら、1株当たり3～4本を残して、他は除去し3

下 生 ～4本仕立てとする。

上 育 ４ 支柱立て、ネット張り

７ 中 期 曲がりや倒伏を防ぐために、フラワーネットを張る。フラワーネットは10～12

下 ㎝のものを使用し、全部で３段くらい必要である。

上 ５ 芽かき

８ 中 茎が伸長するにしたがって側枝が発生するので、無駄な側枝はかきとる。

下 収穫始め ６ 摘らい

上 第１花が発らいし小豆大くらいになったらつぼみをかきとり、有効側枝の発生

９ 中 収 を促す。

下 穫 ７ がく割れ

上 期 がく割れしないように低温や高温などになりすぎないように温度管理に注意す

10 中 る。

下 ８ 収穫

上 2～3輪開花時に採花する。

11 中

下

上

12 中

下


